
CFOの柏木です。 
 
それでは、お手元の資料にそって、2016年3月期の第3四半期決算についてご説明いたし
ます。 
 
2ページをご覧ください。 
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まず、第3四半期までの累計ですが、 

 本業である3セグメント合計は、アセット・マネジメント部門と、ホールセール部門が

健闘、また第1四半期の貢献も大きく、前年比で増収・増益となりました。 

 一方、全社の業績は、ビジネス・セグメント以外の影響で、収益は1兆1,155億円、前

年比5%の減収、税前利益は1,775億円、前年比27%減益となりました。 

 当期純利益は1,507億円、第2四半期に、税金費用を減少させる一過性要因があり、

前年比で6%の増益となっています。 

 ROEは7.3%、EPSは40円85銭でした。 

  

続いて、第3四半期ですが、 

 収益は3,549億円、前期比5%の増収 

 税前利益は516億円、前期比160%の増益 

 当期純利益は354億円、前期比24%の減益となっています。 

 第2四半期は、モンテパスキ銀行との和解金、約350億円を収益のマイナスとして一

括計上しました。また、欧州のブッキング子会社の解散を決定、税金費用が約540

億円さがっていました。第3四半期には、これらの特殊要因がなくなり、前期との比

較では、収益と税前利益が増加、一方で当期純利益は減少しています。 

 第3四半期を年率換算したROEは5.1%、EPSは9円61銭でした。 

  

この四半期は、12月に向かって株価指数こそ上昇したものの、米国の利上げを控えて不

透明感が増し、顧客アクティビティが減少する、難しい環境でした。そのような中、3セグメ

ントの税前利益は485億円、前期比10%の減益です。 

  

各ビジネスの状況について、営業部門からご説明します。 

5ページをご覧下さい。 
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 収益は1,043億円、前期比10%の減収 

 税前利益は278億円、前期比24%の減益となりました。 

 不安定な市場環境を背景に、お客様の様子見姿勢が継続し、株式や投信が低調で

した。また日本郵政グループのIPOで、顧客ベースが広がった一方、前期と比較す

るとプライマリー案件の貢献は減少しました。 
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6ページの左上にありますように、第3四半期を年率換算したストック収入は768億円。市

場要因が大きく影響し、前期からやや減少していますが、ストック収入のコストカバー率は、

前期と同じ水準を維持しています。 

また、左下の投資一任残高は、純増を伴って2兆円を超える水準まで拡大しました。 

  

右下のNISAは、制度開始から2年が経過し、口座数・金額ともに着実に積み上がっていま

す。12月末現在、152万口座が開設され、累計の買付金額は1兆円近い水準となりました。

2015年の口座稼働率は46%と、前年の43%を上回り、2014年にNISAを利用したお客様

の大部分が、2015年もリピートするなど、制度が定着しつつあるように感じます。 

  

次に、アセット・マネジメント部門です。7ページをご覧ください。 
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 収益は253億円、前期比11%の増収、 

 税前利益は107億円、前期比28%の増益となりました。 

 12月末の運用資産残高は42.2兆円と過去最高を更新、また、配当収入も収益に寄

与しました。 

 投信ビジネスでは、投資一任向け商品や私募投信に資金が流入しています。投資

顧問ビジネスでも、国内の公的年金ビジネスで資金流入が継続し、残高はこの1年

間で1.7倍に拡大しました。 
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8ページの右下にありますように、 

 昨年12月、アメリカン・センチュリー・インベストメントと、戦略的に提携し、同社の

41%持分を取得すると決定しました。アメリカン・センチュリーは、60年近い歴史を持

つ独立系投資顧問会社で、運用資産残高は1,462億ドル、日本円にして17.6兆円、

米国株、グローバル株を中心としたアクティブ運用に強みを持っています。 

 アメリカン・センチュリーのノウハウを活用した、米国におけるプレゼンス拡大など、

双方にとって意義のある提携だと考えています。 

 

9ページをご覧ください。ホールセール部門の概要です。 
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 収益は1,860億円、前期比4%の減収 

 グローバル・マーケッツは、エクイティが堅調だったものの、スプレッド・プロダクトの

不振が続き、前期並みの収益でした。 

 インベストメント・バンキングでは、プライベート・エクイティ投資先のエグジットがあり

ましたが、グローバルにフィープールが減少し、前期比で減収となりました。 

 一方、この四半期は人件費を中心に、コスト削減効果が顕在化し、税前利益は99億

円、前期比15%の増益となりました。 

  

 地域別では、日本・アジアが前期から増収となる一方、米州はスプレッド・プロダクト

が不振、また欧州は好調だった前期からフィクスト・インカムが減速し、減収となりま

した。 

  

それでは、ビジネスライン毎の状況をご説明します。 

10ページをご覧下さい。 
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 まずグローバル・マーケッツですが、収益は1,572億円、前期比ほぼ横ばいでした。 

  

 フィクスト・インカムの収益は802億円、金利プロダクトはこの四半期も好調でしたが、

証券化商品やクレジットが振るわず、前期比4%の減収でした。 

 右のヒートマップにありますように、米州は金利プロダクトが好調、日本は顧客フ

ローの増加を伴ってクレジットが好調だったので上向きの矢印、一方で、欧州は高

水準だった前期からは減速、アジアはエマージング為替がやや減速し、下方向の矢

印となりました。 

 エクイティの収益は769億円、市場の取引高が減少するなかで、デリバティブ収益が

貢献し、前期比2%の増収となりました。ヒートマップにありますように、アジアが上向

きの矢印、欧州はキャッシュ・エクイティが減速し、下方向の矢印でした。 

 

続いてインベストメント・バンキングです。11ページをご覧ください。 
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 左上の図にありますように、第3四半期のインベストメント・バンキング全体の収益は

288億円と、前期比で16%の減収でした。 

 プライベート・エクイティ投資先である三井生命株式の売却益が、「その他」に含まれ

ていますが、フィープールの減収などにより、コアのインベストメント・バンキング収

益は大きく減少しました。 

  

 グロス収益は344億円です。 

 日本はECM案件の減少が響いていますが、日本郵政グループIPOでは、ジョイン

ト・グローバル・コーディネーターとして、重要な役割を務めることができました。 

 海外では、不安定な市場環境が当社ビジネスにも影響しましたが、その中でも金融

機関向けのビジネスなどが、収益に貢献しています。 

 また右下にありますように、M&Aでは、大型の業界再編やクロスボーダー案件など、

非常に良い案件を複数獲得しました。第3四半期の収益にはまだ僅かしか含まれて

おらず、ほとんどの案件は、第4四半期以降のクロージングを見込んでいます。 

  

次にコストです。12ページをご覧ください。 
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 第3四半期の全社コストは3,033億円と、前期比で4%減少しました。 

  

 人件費は、コスト削減の取組みや業績に応じた賞与引当金の減少で、5%減少 

 「その他」費用は、連結子会社の費用が減少し、前期比で7%減少しました。 
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13ページは、バランスシート、自己資本規制比率などの状況です。 

  

左下のボックスにありますように、 

 バーゼル3ベースの普通株式等Tier 1比率、いわゆるCET1比率は15.1%と、9月末

の13.2%から、1.9ポイント上昇しました。これは不安定な市場環境を背景にリスク

オフとなり、マーケット・リスク、クレジット・リスクを中心に、リスク・アセットが約2兆円

減少した結果です。 

  

  

以上、第3四半期決算についてご説明申し上げました。 
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 この四半期は、冒頭にも申し上げた通り、顧客アクティビティが減少する、難しい環

境でした。業績には満足していませんが、このような環境下でも、今まで行って来た

取組みが、成果として表れてきていますので、最後に少しご紹介したいと思います。 

  

 まず営業部門では、相続や事業承継のご提案を通じて、不動産や自社株の売却資

金がまとまって入ってきたり、日本郵政やトヨタ種類株で新たに口座を開設した方の

約3分の一が、次の取引に繋がるなど、お客様の深堀ができています。 

  

 アセット・マネジメント部門では、投資家のニーズに合った運用商品の提供に努めた

結果、2015年の1年間で5.5兆円という、大幅な資金流入となりました。 

  

 ホールセール部門は、従前からコスト削減に取り組んでいますが、2011年当時のラ

ンレート・コスト、80億ドルに対して、この通期は60億ドルという水準が見えてきまし

た。リスクオフの流れを受けて、12月末のリスク・アセットは16.9兆円と、9月末から

10%以上、下がりました。1月も、市場のボラティリティは高く、短期的には決して楽

観視できない状況だと思っていますので、引き続き、リスク管理の徹底と収益性改

善を、経営の最重要課題として、取り組んでまいりたいと思います。 

  

 また今期は、ノンコア・アセットの売却や、レガシー案件への対処を行う一方で、新

規投資といった、将来への種まきも進めています。今後も、2020年の経営目標を見

据えて、ぶれる事はなく、一歩一歩、進んでいきたいと思っています。 

  

 引き続き、ご支援のほどを宜しくお願い致します。 
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